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（ア）事業全体の概要

2024年2月22日（木）～25日（日）の4日間、米国ニューヨーク市ブルックリン区のジャパンビレッジに
て下記内容の通り「令和5年度日本ふるさと名産食品展inニューヨーク」を実施した。

項 目 内 容

1. 催事の名称
日本ふるさと名産食品展inニューヨーク
Japan Local Specialty Fair in New York

2. 開催期間 2024年2月22日（木）～2月25日（日）

3. 開催場所 ジャパンビレッジ（サンライズマート）2階特設催事スペース

4. 主催 一般財団法人 自治体国際化協会交流支援部経済交流課（CLAIR）

5. 委託運営法人
米国カリフォルニア州特定非営利活動法人「日本食文化振興協会」
Japanese Food Culture Association (JFCA)

6. 協力事業者
（再委託先事業者）

The Loft at Japan Village（米国ニューヨーク市）
Sunrise Mart（米国ニューヨーク市）
ニューヨーク共同貿易（米国ニューヨーク市）
東京共同貿易株式会社（東京都）

7. 申込自治体／
  出展事業者数

10自治体：岩手県、東京都、神奈川県、群馬県、愛知県、和歌山県、愛
媛県、福岡市、熊本市、鹿児島県／計16事業者： ＊内訳は後述

8. 出展品目数 総計67品目 ＊内訳は後述

9. 実施内容

①出展事業者・現地代理人ならびに・もしくはマネキンによる試食試飲の提供
 を通した出展品目の宣伝・実演販売
②一般来場者向け個別アンケート調査の実施
③渡航した出展事業者と現地輸入事業者のマッチング商談（1社30分）

10. 事務局業務内容

①事業の運営に必要な事務ならびに運営に係る業務全般
②募集説明会ならびに米国への食品輸出に関するセミナーの開催
③出展商品の輸出に向けた事前案内とサポート
④マネキン、機材・備品・什器類等の手配
⑤販売ツール（出展者サイン、単価カード、商品ページ、ポスター等）の制作と運用
⑥アンケート（ヒアリング方式）の制作と運用、集計
⑦食品展の開催・運営
⑧販売結果・アンケート等の集計と報告
⑨実施報告書の作成

11. 広報活動
①専用WEBページ（ランディングページ）の制作と運用
②Japan VillageによるSNS（インスタグラム、Facebook）の運用

12. 来場者数
4日間の来場者総数：19,173人（会場での定時実測方式による累計）
①1日目：2,499人 ②2日目：2,625人
③3日目：8,463人 ④最終日：5,586人

13. 販売結果
4日間の総売上高／総売上点数： US$27,026.41／3,813点
①各社別売上高：ページ46～47をご参照ください
②品目別売上高：ページ46～47をご参照ください

14. アンケート回収数
4日間の回収総数：858件（1出展者あたり平均53.6件）
①1日目：214件（同、13.4件） ②2日目：237件（同、14.8件）
③3日目：222件（同、13.9件） ④最終日：185件（同、11.6件）
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項 目 内 容

15. 主催者ならびに
出展事業者との
連絡・調整等

事業の推進にあたり、主催者ならびに出展事業者との連絡や調整等の業務に
ついて以下の体制によりこれらを行なった

16. 運営管理責任
者の配置

事業の受託期間を通して、事業全体の管理・運営を行なうために以下の運営
管理責任者を配置し、本事業を推進した

担当者氏名： 二見義之（ふたみよしゆき）
所属：  日本食文化振興協会

17. 通訳者の配置 食品展の開催期間中を通して、出展事業者とマネキンならびに来場者の意思
疎通を図り、業務内容の伝達や指示、来場者からの質問やクレーム等への対応
補助などの業務を行なった

担当者氏名： 山本沙理（やまもとさり）
所属：  日本食文化振興協会

18. 輸入事業者等
現地事情に精
通する者の配置

出展者募集説明会（２回開催）において、出展予定事業者に対する米国へ
の輸入規制や現地事情などのアドバイスを行うためにこれらの事情に精通する専
門家として以下の者がセミナーと質疑応答を行なった

担当者氏名： 加藤康太（かとうこうた）
所属：  ニューヨーク共同貿易

19. 感染防止策の
実施

米国における流行性感冒等の感染状況は比較的穏やかに推移していたものの、
食品展開催期間中販売テーブルにおける来場者対応に際しては、現地渡航を
された出展事業者や販売スタッフなどに以下の対策への協力依頼の徹底により、
新型コロナ感染拡大等の防止に心掛けた

１）マスクの着用（任意／事務局にて予備を用意）
２）調理用使い捨てグローブの着用
３）サニタイザー・アルコール液等の積極的な利用
４）ヘアネット・スカーフ等の着用（任意）

上記１）～4）は運営事務局側にて調達、販売テーブル中央ならびに事務局
テーブルに設置した
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運営事務局

目的 手段・手法
（対応時間帯の目安）

個別会議
・打合せ

ズーム・電話など
（平日午前8時～午後4時）

通常連絡
Eメールまたは
LINEテキスト

（平日48時間以内の応答）

至急連絡
LINE電話または

携帯電話
（平日午前8時～午後4時）

自治体国際化協会
経済交流課

地方自治体
出展事業者

輸出者
輸入者
販売者

＊日本時間週末に受けたご連絡に対しては、原則として翌週の月曜日の応答・対応を心掛けた
＊LINE情報を関係者間にて交換し、積極的に活用させていただいた



自治体国際化協会
経済交流課

日本食文化振興協会

JFCA

事業全体の運営・管理
（日米事務局業務全般）

＜日本国内業務＞
関係者間の連携調整
セミナー・説明会の実施
「特別枠」の募集・調整

＜米国内業務＞
関係者間の連携調整
事前告知・広報・集客
備品調達・制作

食品展の実施・運営
出展者対応・支援
バイヤー招請

マッチング商談会の開催
アンケート実施
商品代金の決済
実績報告書の作成

JAPAN VILLAGE
（サンライズマート）

「特別枠」の募集・調整
会場提供・設備の基本設営
自社手法による告知・集客
食品展開催の後方支援
販売実績報告（毎日）

売上仕入の精算
商品定番化の検討

NY共同貿易
ダイエイトレーディング
セントラル貿易NY

JFCインターナショナルNY

FDA検査
輸入・通関実務

保管・会場への搬入
商品代金の決済

自治体
生産者・企業等

「一般枠」の募集・申込
FSMA関連情報の提示
指定倉庫への商品の出荷
出展者による売場立合い
試食品・試飲品の提供

「特別枠」の募集・調整
出展者・商品情報の取纏め

英文ラベルの作成
FDA登録

集荷・輸出・通関実務
商品代金の決済

自治体国際化協会
NY事務所

各地方自治体

事業の連携・推進

事業のサポート

商品の流れ・販売

告知・食品展来場

NYエリアの

一般消費者

東京共同貿易
クラウン貿易

KCセントラル貿易
JFCインターナショナル

出展者 受託者 販売者

輸入者輸出者

（イ）輸出入手続き等準備事項

1．実施体制

令和5年度事業の推進にあたり以下の各組織・団体ならびに各事業者と連携し、事業を実施した。
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2．作業スケジュールの作成

事業の推進にあたり、受託者ならびに関係協力事業者（再委託先各社）にて作業のすり合わせを
行い、以下のスケジュールをクレア本部様へ提出のうえご了承をいただき事業をスタートしました
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3．出展事業者の募集

１）募集説明会開催の案内

募集説明会についてはZoomを活用したオンライン開催とし、下記の内容を事前に案内のうえ、
これを実施いただきました

＊Zoomの設定を含めてクレア本部様より参加希望者に向けて以下の案内を発信いただきました。
 （発信日：2023年5月31日(水)）
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4．募集説明会

１）作成資料①（事業概要、参加条件、輸入規制について／抜粋）

受託者として募集説明会の参加者用に事業内容を説明する以下の投影資料3部を作成し、終了
後にクレア本部様より電子版（PDF）にて参加者へ配布いただきました。
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２）作成資料①（続き）

３）作成資料②（応募書類の記入方法について／抜粋）
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３）作成資料②（続き）

４）作成資料③（備品類・マネキン等の手配について／抜粋）
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５．出展事業者向けオリエンテーション（オンライン開催）

 出展事業者向けに米国の最新現地事情や輸出入の進捗確認、制作物、告知、備品等の諸手配
 などについて説明を行なうオリエンテーションを、第1回：2023年9月26日（火）ならびに第2回：
 2023年11月8日（水）の計2回、いずれもオンライン（Zoom）にて開催し、出展事業者各社
の理解と協力の促進に努めました。

＜第１回オリエンテーション配布資料①（抜粋）＞
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５．出展事業者向けオリエンテーション（オンライン開催）

＜第１回オリエンテーション配布資料②（抜粋）＞
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５．出展事業者向けオリエンテーション（オンライン開催）

＜第１回オリエンテーション配布資料③（抜粋）＞
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５．出展事業者向けオリエンテーション（オンライン開催）

＜第２回オリエンテーション配布資料①（抜粋）＞
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６．商品の案内（兼、事前告知）

１）商品案内ページ（商品POP）の制作・開設

一般消費者へのリーチを持つJFCAの公式ページ（https://www.japanfoodculture.org/）へ

出展各社ごとに出品全商品（全16社67品目）を紹介する特設ページを制作、掲載いたしました。

商品POPの作成に代えることにより、サンライズマート社と連携したSNS広告と連動した情報発信・

拡散による食品展の事前告知と集客への相乗効果へ繋ぎました。

＜トップ画面＞ ＜岩手県：ミナミ食品＞

＜岩手県：戸田久＞ ＜東京都：ギンビス＞

＜神奈川県：バイオコスモ＞

14
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＜群馬県：根岸物産＞ ＜愛知県：カクキュー＞

＜愛知県：ベルエアー＞ ＜愛知県：平松食品＞

＜和歌山県：丸正酢醸造元＞ ＜愛媛県：伯方塩業＞
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＜愛媛県：柑橘ラボ＞ ＜福岡市：西福製茶＞

＜熊本市：マルキン食品＞ ＜鹿児島県：薩摩の薫農園＞

＜鹿児島県：タケマン＞ ＜鹿児島県：海連＞
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７．制作物

１）出展者ヘッダーサイン①

出展事業者各社ごとに販売テーブル上部に掲げる
ヘッダーサインを制作、設置いたしました。

＜岩手県：ミナミ食品＞ ＜岩手県：戸田久＞

＜東京都：ギンビス＞ ＜神奈川県：バイオコスモ＞

＜群馬県：根岸物産＞ ＜愛知県：カクキュー＞

＜愛知県：ベルエアー＞ ＜愛知県：平松食品＞
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１）出展者ヘッダーサイン②

＜和歌山県：丸正酢醸造元＞ ＜愛媛県：伯方塩業＞

＜愛媛県：柑橘ラボ＞ ＜福岡市：西福製茶＞

＜熊本市：マルキン食品＞ ＜鹿児島県：薩摩の薫農園＞

＜鹿児島県：タケマン＞ ＜鹿児島県：海連＞

＜クレア本部＞ ＜JETRO NY事務所＞
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２）商品（プライス）カード①（01～15）

 出展事業者各社の販売テーブル上に掲出し、来場者への認知を促すものとして以下の商品カードに
 ついて個別に全16社67品目分を制作、各社のテーブル上に設置いたしました。
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２）商品（プライス）カード②（16～30）

20



２）商品（プライス）カード③（31～45）
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２）商品（プライス）カード④（46～60）
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２）商品（プライス）カード⑤（61～67）

２）商品（プライス）カード⑥

売切れ（SOLD OUT）の場合に備え、67枚それぞれの裏面をすべて「SOLD OUT」として両面
印刷にて制作いたしました。
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３）事前告知用のポスターならびにチラシ

食品展開催の事前告知用として店頭等へ掲示する大型ポスターならびに来店客への配布を目的と
したチラシを制作し、新年1月以降よりサンライズマート各店舗に掲示、設置した。

＜店頭掲出用大型ポスター＞



（ウ）食品展の開催状況

１．開催場所

1）店舗 JAPAN VILLAGE@Industry City
by サンライズマートグループ
934 3rd Avenue, Brooklyn, NY 11232 U.S.A.
TEL: (347)584-4579

2）ロケーション ロウワーマンハッタンからイーストリバーを渡ったブルックリン
区アッパーベイ沿いの再開発地域に4年前にオープンし
た複合型ショッピングビル群の一角

3）アクセス マンハッタンの中心部（タイムズスクエア）から地下鉄で
約20分、隣接するフリーウェイ478号線の出口からも約
1分とアクセスも良く、週末にはマンハッタンやクイーンズ、
ロングアイランドシティ、スタッテンアイランドなどから訪れる
買物客も多く、利便性の高さがポイント

4）特徴 1階に日本食スーパー（サンライズマート）、レストラン、
フードコート、日本酒専門店があり、2階の各種テナント
ならびに大型催事スペースを合わせて3万平方フィート
（約2千5百平米／393坪）の店舗面積を持つニュー
ヨーク州最大の日系ショッピング＆文化センター

5）マップ上の位置 日本からのゲートウェイとなるジョン・F・ケネディ国際空港とユナイテッド航
空のハブ空港であるニューアーク国際空港の中間に位置しており、いずれ
の空港からでもタクシーやウーバーなどで1時間以内の距離にある

ニューアーク（EWR）国際空港 ジョン・F・ケネディ（JFK）国際空港

JAPAN VILLAGE
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2．施設の概要

【外観】 壁面に大きな鯉が象徴的に描かれた
 6階建ての大型ビルが目印

【店内（1階）】 日本食スーパーマーケット（サンライズマート）、ラーメンや寿司、おにぎり
などがテイクアウトできるフードコート、居酒屋レストラン「WAKUWAKU」、
日本酒専門店「蔵一」などがある

26



3．食品展会場と運営

１）サンライズマート社との連携による食品展の運営・管理

①会場レイアウト

 食品展の開催にあたり、出展事業者の確定後より会場提供者となるジャパンビレッジのマネージメント
 チームとテーブル配置、出展者配置、来場者の動線、保安対策、スタンプラリーの運営などの打合せを
 行いました。 特に今年度より、サンライズマート側の方針として、販売時の支払い精算を各テーブルに
 おいて行う旨の通達があり、その対応方法について協議の結果、食品展開催前日のミーテイング時に
 同社側より直接、出展事業者各社へ説明を行うことといたしました。

②会場施工ならびに什器類・電源等の設置

 上記①に基づき、販売テーブル、テーブルクロス、ヘッダーサインプレートなどの他、出展事業者各社から
の申込に基づく試食・試飲販売用の機材、電源、備品類等について食品展開催前々日より施工・
設置を進め、同開催前日のミーティング後の出展事業者等によるテーブル装飾、商品陳列に向けて
諸般の準備を整えました。
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３）会場の様子 【全体①】

＜会場入口（1階ホール）＞ ＜1階スーパー出入口＞

＜販売エリア（各社テーブル）内の様子＞ ＜販売エリア（各社テーブル）内の様子＞

＜試食提供準備中（開始前）＞ ＜試食提供準備中（開始前）＞

＜クレジットカードで購入中＞ ＜クレジットカードで購入中＞
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３）会場の様子 【全体②】

＜来場者で賑わう各社のテーブル＞ ＜来場者で賑わう各社のテーブル＞ 

＜来場者で賑わう各社のテーブル＞ ＜来場者で賑わう各社のテーブル＞ 

＜興味津々！＞ ＜興味津々＞ 

＜アンケートにも真摯に回答中＞ ＜アンケートにも真摯に回答中＞ 
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３）会場の様子 【出展事業者①】

＜岩手県：㈱ミナミ食品＞ ＜岩手県：㈱ミナミ食品＞ 

＜岩手県：㈱戸田久＞ ＜岩手県：㈱戸田久＞ 

＜東京都：株式会社ギンビス＞ ＜東京都：株式会社ギンビス＞ 

＜神奈川県：株式会社バイオコスモ＞ ＜神奈川県：株式会社バイオコスモ＞ 
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３）会場の様子 【出展事業者②】

＜群馬県：根岸物産株式会社＞ ＜群馬県：根岸物産株式会社＞

＜愛知県：合資会社八丁味噌＞ ＜愛知県：合資会社八丁味噌＞ 

＜愛知県：株式会社ベルエアー＞ ＜愛知県：株式会社ベルエアー＞

＜愛知県：株式会社平松食品＞ ＜愛知県：株式会社平松食品＞ 
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３）会場の様子 【出展事業者③】

＜和歌山県：合名会社丸正酢醸造元＞ ＜和歌山県：合名会社丸正酢醸造元＞

＜愛媛県：伯方塩業株式会社＞ ＜愛媛県：伯方塩業株式会社＞

＜愛媛県：(有)新藤重晴商店＞ ＜愛媛県：(有)新藤重晴商店＞

＜福岡市：西福製茶株式会社＞ ＜福岡市：西福製茶株式会社＞ 32



３）会場の様子 【出展事業者④】

＜熊本市：マルキン食品株式会社＞ ＜熊本市：マルキン食品株式会社＞

＜鹿児島県：株式会社横福＞ ＜鹿児島県：株式会社横福＞

＜鹿児島県：株式会社タケマン＞ ＜鹿児島県：株式会社タケマン＞

＜鹿児島県：株式会社海連＞ ＜鹿児島県：株式会社海連＞ 
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３）会場の様子 【クレア本部様＋JETRO NY＋事務局関連①】

＜クレアテーブル＞ ＜クレアテーブル＞

＜クレアテーブル＞ ＜クレアテーブル＞

＜クレアテーブル＞ ＜クレアテーブル＞

＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ ＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ 
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３）会場の様子 【クレア本部様＋JETRO NY＋事務局関連②】

＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ ＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ 

＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ ＜JETROニューヨーク事務所テーブル＞ 

＜スタンプラリーテーブル＞ ＜スタンプラリーテーブル＞

＜運営事務局＞ ＜運営事務局＞
35



（エ）商談会の開催の実施状況

１．商談会の概要

事前に今回の販売者であるサンライズマートならびにニューヨークエリアの主要日系輸入卸事業者3社

（計4者）に呼び掛けを行い、食品展開催初日及び2日目に出展事業者11社とのマッチング商談会

を開催いたしました。

上記のご案内に対し、サンライズマート社からはブルックリン店の仕入担当マネージャー、また日系輸入

卸事業者からは、ダイエイトレーディング、KCセントラル貿易、ニューヨーク共同貿易の各社から計8名の

食品輸入仕入担当社員に食品展会場に来場いただき、日本から渡航した出展事業者各社との商談

を行っていただきました。

商談は以下の通り各社30分枠とし、食品展会場内に商談会場を仮設し、バイヤー側の希望する

日時と商品・対象事業者との面談を優先的に組み合わせて開催いたしました。

２．商談の組合せ一覧表
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（オ）アンケートの集計結果

食品展開催期間中、会場において来場者向けにアンケート調査を実施し、以下の結果を得ることが
出来ました。 尚、調査は各出展事業者ごとに当該テーブルにおいて提供した商品を試食・試飲した
来場者を対象とし、その場で直接ヒアリングをする（聞き取る）方式で行いました。

１．全体の概要

●期間中（4日間）の調査件数総数： 1,300件

●上記のうち、有効回答総数／回答率： 862件／66.3％（前年実績比135.7％）

●設問項目ごとの有効回答総数及び内訳： 下記の通り

37

設問 内容 結果

1 回答数 2/22（木）
2/23（金）
2/24（土）
2/25（日）
4日間合計

214件（24.8%）
237件（27.5%）
225件（26.1%）
186件（21.6%）
862件（100.0%）

2 性別 女性
男性
答えたくない
合計

456件（52.9%）
304件（35.3%）
102件（11.8%）
862件（100.0％）

3 どのようにして食品展を
知りましたか？
＊複数回答可の設問のため、回答総数
 が多めになっています

SNS
ポスター
広告
友人・知人
該当なし(Walk-in含む)
合計

255件（26.9%）
185件（19.5%）

22件（  2.3%）
210件（22.2%）
275件（29.1%）
947件（100.0％）

4 人種 白人系
日系／日本人
韓国系
中華系
上記以外のアジア系
ヒスパニック系
アフリカ系
答えたくない
合計

175件（20.3％）
35件（  4.1%）
13件（  1.5%）

112件（13.0%）
319件（36.9％）
110件（12.8％）

37件（  4.3％）
61件（  7.1％）

862件（100.0％）

5 年齢 60才以上
50～59才
40～49才
30～39才
20～29才
19才以下
答えたくない
合計

27件（  3.1％）
  73件（  8.5%）
114件（13.2%）
244件（28.3%）
199件（23.1%）
161件（18.7％）

44件（  5.1％）
862件（100.0％）



2．回答集計結果① 【全体共通事項】
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３．回答集計結果 【出展事業者】

今年度の食品展について、開催終了後にクレア本部様より出展事業者各社へアンケート調査を実施
いただき、以下の通り全16社からの回答を取りまとめていただきました。
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（カ）食品展の結果を基にした出展事業者及び出展商品の開催地域での市場
評価

事業の実施と運営を通して開催地域の消費者や販売店、ならびに輸出入関係者などからの評価に
ついて以下の通り報告いたします

１．来場者からの評価（販売テーブルでのヒアリング、マネキン等からのフィードバックなど）

１）NY地域の日系・アジア系スーパーマーケットの棚に並んでいない商品が多く新鮮だった

２）パッケージに英語が表記されていないものが多く、説明を受けないと中身が判らなかった

３）内容の質や量が判らないので値段が高いのか安いのか判断が難しかった

４）内容の質や量が判らないので試食販売の方が購入し易いと思った

５）スーパーマーケットは殆ど試食販売をしないのでこのような催事は消費者を大事にしていると思う

２．販売店（サンライズマート）からの評価（終了後のヒアリング）

１）在庫リスクの観点から賞味期限が長く、前年度にも出展（出品）したリピーター出展者の商品を
ある程度積極的に買取選定を行なったが、売上げが良いだけでは定番化等の評価は難しい

２）出展事業者自身の渡航は先々の商品開発や改善に不可欠であり、本当に販路を求めるなら、
何回でも来るべき

３）日本国内向けに決めているミニマムロットをそのまま海外向けに適用するのは購入に無理がかかる
のでやめてもらいたい

４）内容が判らないパッケージのものは店の棚に置いた瞬間に売れ残るため、海外向けのパッケージ
はデザインをよく考えて作るべきで、そのような商品は食品展の売上げが良くても追加発注はしない

３．輸出・輸入事業者からの評価

１）米国への輸出入を安直に考える事業者が多過ぎるので、特に初めての出展者はもっと事前に
規制や、やるべきことを自分で勉強すべき

２）事前の説明会でも伝えていることや書類をしっかり理解せず、期限や期日を守らない出展者が
多く見受けられたことも残念であり、そのような出展者はそもそも長続きしないケースが殆どである

３）出展した結果、売れた商品や次回に活かせると感じたことなどについて、事業者から自分たちへも
フィードバックをしてもらえると有難い

４）買取や売上を増やすために出展事業者が出来る工夫も考えて欲しい
例）ミニマムロットを下げる工夫、商品の中身が分かる工夫、賞味期限を延ばす工夫、等々

４．受託者としての全体評価

１）説明会やオリエンテーションで繰り返し述べてきた以下の改良点が実際には殆ど成しえないまま
食品展に臨んだ事業者が大半であり、結果として成果の創出に至っていない点が残念であった
具体例①：商品の案内・特性の説明などを英語で作成する（PDF、HPなど）
具体例②：中身が見える英語表記のパッケージを開発する（ラベルやPOPでも可）
具体例③：消費者が買い求め易い単価設定のための工夫を行う（数量の小分け等）

２）米国市場の取組みにおいては前述の具体例のような戦略的準備や用意を実践することがテスト
マーケティングにおいて重要不可欠であることや、来場者だけでなくマネキン等現地スタッフのコメント
などへの理解と応用を引き続き強く促す必要がある
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